
事業所名：医療法人守生会グループホームひまわり

２　目標達成計画 作成日：　平成　２８　年　１２　月　１８　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 Ⅰ-４

○運営推進会議を活かした取り組み
会議において数回の家族の参加が見込めたが、
仕事の都合、入居者以外の家族の介護、支援者
自身の病気等、参加困難理由があり、参加が難し
い。参加呼びかけの継続実施、取り組みについて
の理解を得るようにする。

運営推進会議録の内容に興味を持って頂け
るよう課題設定を、身近な問題に設定してみ
る。

お誕生会等、行事を盛り込み家族の参加しや
すい会議とする。面会時等、問題を提起し、
解決に向けた参考意見を頂く。

１２か月

2 Ⅲ-26

○これまでの暮らしの把握
ひもときシートを介護計画に活用できるようにうな
がしてはいるが、理解し記実をするのが難しいとい
う意見がでた。ケアプランへの活用を行うが、ス
タッフからは活用方法が難しいとあり、終了する。

課題に対する評価的理解→分析的理解→共
感的理解への展開を理解する。

シートを皆さんが確認できる場所に掲示し、担当利
用者の課題を設定。他スタッフからの情報を記入し
整理する。利用者本人の気持ちになり、どんな支
援が出来るのか問題解決に向け話し合う。セン
ター方式を活用とする。

１２か月

3 Ⅲ-35

○災害対策
新施設において、新しく近隣の協力委員を募
る必要がある。新たなマニュアルを作成実施
中。

地域の消防団等に協力要請できるようにした
い。

町内会会長や地域参加の運営推進委員、民生委
員等を通じ、協力して頂ける方を募集。避難訓練
等に参加して頂き、グループホームの利用者の状
況や避難誘導事項について理解し、協力していた
だく。

１２か月

4 か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。
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